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I 産業廃棄物の現状





397,278千トン

10,331千トン

211,367千トン

赤字はH27年度実績

平成28年度事業 産業廃棄物排出・処理状況調査報告書
平成27年度速報値（概要版）









H5年度の残余年数： 2.5年



年 度 最終処分量

H12年度 ４，３７４

H21年度 １，３５９

H27年度（現行目標） １．７５０

H32年度（推計） １，２７５

単位： 万トン

https://www.env.go.jp/council/former2013/04recycle/y040‐76/mat03‐1.pdf

環境省

産業廃棄物最終処分量の将来予測

因子： 人口減少／GDP成長率1.1%／リサイクルの推進

減少



II 中間処理

減量化

安定化

無害化

再生利用

脱水

焼却



焼却施設の分類

能力 焼却方式 構造

2t/h 未満

2t/h～4t/h

4t/h 以上

連続炉

バッチ炉

固定床炉
ロータリーキルン
流動床炉
ストーカ炉
多段炉
排液蒸発炉
寒流ガス課燃焼炉
ロータリーキルン

＆ストーカ炉
その他

＜参考＞西尾市クリーンセンター：
65t／日×３炉 ： 連続式 ： 流動床式



廃棄物焼却施設における排ガス中の
ダイオキシン類の排出基準（新設炉）

燃焼室の処理能力 基準（H9.12.1から施行）

4t/h以上 0.1ng‐TEQ/m3N

2t/h～4t/h 1ng‐TEQ/m3N

2t/h未満 5ng‐TEQ/m3N

ダイオキシン類は、300～500℃程度で進行する
（デノボ合成）
燃焼ガスを速やかに冷却し、300～500℃で滞留
する時間をできる限り短くすることが有効



稼働中の焼却施設の種類別ダイオキシン類
濃度分布

（4t/h以上）

平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書（平成28年３月 環境省）より作成



（2t/h未満）

基準値以上

平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書（平成28年３月 環境省）より作成

稼働中の焼却施設の種類別ダイオキシン類
濃度分布



稼働中の焼却施設の焼却方式別
ダイオキシン類濃度分布

平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書（平成28年３月 環境省）より作成



稼働中の焼却施設の処理能力式別
ダイオキシン類濃度分布

平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書（平成28年３月 環境省）より作成



III 処分場の水質

焼却施設の冷却水・スクラバ排水

汚染水の発生する場所

浸出水（管理型処分場）

地下水（管理型処分場／安定型処分場）



排水処理技術

生物処理

凝集沈殿 － 重金属・リン・コロイドの除去

砂ろ過 － 懸濁物質の除去

活性炭吸着 ー 脱色・微量有機物除去

その他（化学酸化・膜処理・etc.）

易分解性有機物除去
窒素除去



浸出水

汚泥乾燥床

沈
砂
池

調
整
槽

凝
集
槽

沈
殿
槽

砂
ろ
過
槽

放流

薬品

埋立重金属除去
SS 除去

当該地域の旧浸出水処理設備



排水基準

　　水質項目 基準値 　　水質項目 基準値
アルキル水銀 不検出 ホウ素　（海域以外） ≦ 50mg/L
総水銀 ≦ 0.005mg/L 　　ホウ素（海域） ≦ 230mg/L
カドミウム ≦ 0.1mg/L フッ素　（海域以外） ≦ 15mg/L
鉛 ≦ 0.1mg/L 　　フッ素　（海域以外） ≦ 15mg/L
有機燐化合物（農薬5種類） ≦ 1mg/L NH4-N、NO2-N、NO3-N ≦ 200mg/L
六価クロム ≦ 0.5mg/L ｐH　（海域以外） 5.8～8.6
砒素 ≦ 0.1mg/L 　　ｐH　（海域） 50～9.0
全シアン ≦ 1mg/L BOD ≦ 60mg/L
ポリ塩化ビフェニル ≦ 0.003mg/L COD ≦ 90mg/L
トリクロロエチレン ≦ 0.1mg/L SS ≦ 60mg/L
テトラクロロエチレン ≦ 0.1mg/L ヘキサン抽出物質（鉱油類） ≦ 5mg/L
ジクロロメタン ≦ 0.2mg/L 　　ヘキサン抽出物質（油脂類） ≦ 30mg/L
四塩化炭素 ≦ 0.02mg/L フェノール類 ≦ 5mg/L
1,2-ジクロロエタン ≦ 0.04mg/L 銅 ≦ 3mg/L
1,1-ジクロロエチレン ≦ 1mg/L 亜鉛 ≦ 2mg/L
1,2-ジクロロエチレン ≦ 0.4mg/L 溶解性鉄 ≦ 10mg/L
1,1,1-トリクロロエタン ≦ 3mg/L 溶解性マンガン ≦ 10mg/L
1,1,2-トリクロロエタン ≦ 0.06mg/L クロム ≦ 2mg/L
1,3-ジクロロプロペン ≦ 0.02mg/L 大腸菌群数　　 [日平均] ≦ 3000個/mL
チウラム ≦ 0.06mg/L T-N　（特定水域・海域）  [日平均] ≦ 60mg/L
シマジン ≦ 0.03mg/L T-P　（特定水域・海域）  [日平均] ≦ 8mg/L
チオベンカルブ ≦ 0.2mg/L
ベンゼン ≦ 0.1mg/L
セレン ≦ 0.1mg/L
1,4-ジオキサン ≦ 0.5mg/L

排水基準（有害物質）



項　目 基準値
ダイオキシン類 ≦ 10pg/L

管理型処分場の放流水質基準

地下水検査の基準

　　水質項目 基準値 　　水質項目 基準値
アルキル水銀 不検出 1,1-ジクロロエチレン ≦ 1mg/L
総水銀 ≦ 0.0005mg/L 1,2-ジクロロエチレン ≦ 0.4mg/L
カドミウム ≦ 0.01mg/L 1,1,1-トリクロロエタン ≦ 3mg/L
鉛 ≦ 0.01mg/L 1,1,2-トリクロロエタン ≦ 0.06mg/L
六価クロム ≦ 0.05mg/L 1,3-ジクロロプロペン ≦ 0.02mg/L
砒素 ≦ 0.01mg/L チウラム ≦ 0.06mg/L
全シアン 不検出 シマジン ≦ 0.03mg/L
ポリ塩化ビフェニル 不検出 チオベンカルブ ≦ 0.2mg/L
トリクロロエチレン ≦ 0.03mg/L ベンゼン ≦ 0.1mg/L
テトラクロロエチレン ≦ 0.01mg/L セレン ≦ 0.1mg/L
ジクロロメタン ≦ 0.02mg/L 1,4-ジオキサン ≦ 0.5mg/L
四塩化炭素 ≦ 0.02mg/L 塩化ビニルモノマー ≦ 0.02mg/L
1,2-ジクロロエタン ≦ 0.04mg/L

地下水検査の基準（有害物質）

管理型処分場の放流水質基準



平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書 （環境省） より作成

海域放流は、公共の処分地が多いと考えられる

管理型最終処分場の放流水の測定状況（平成25年度測定データ）

件数 平均値 中央値 最大値 最小値 標準偏差基準値

377 0.14 0.001 6.90 0.00 0.7 10

ホウ素 海域外放流 312 2.37 0.98 41.00 0.01 3.93 50

(mg/L) 海域放流 72 4.77 2.60 78.00 0.00 7.51 230

フッ素 海域外放流 312 1.04 0.36 15.00 0.00 2.05 15

(mg/L) 海域放流 71 1.73 1.2 9.50 0.00 1.90 15

アンモニア等 海域外放流 311 11.17 4.40 180.00 0.05 19.06

(mg/L) 海域放流 72 5.84 1.83 46.00 0.00 9.32

1,4-ジオキサン 海域外放流 309 0.04 0.04 1.20 0.00 0.08

(mg/L) 海域放流 69 0.02 0.01 0.18 0.00 0.03

カドミウム 海域外放流 311 0.005 0.003 0.100 0.000 0.006

(mg/L) 海域放流 72 0.005 0.003 0.030 0.000 0.003

トリクロロエチレン海域外放流 312 0.010 0.002 0.030 0.000 0.014

(mg/L) 海域放流 72 0.007 0.001 0.150 0.000 0.011

ダイオキシン類（pg/L）

200

0.5

0.1

0.1



平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書 （環境省） より作成

適合 不適合
無回答・

不明
計

安定型 766
18

(1.9%)
147

(15.8%)
931

管理型 321
15

(4.1%)
29

(7.9%)
365

最終処分場周縁の地下水の水質状況　（処理業）



地下水質が基準値を超えた原因
はすべて不明

講じた措置： 継続監視
自然由来

平成27年度事業 産業廃棄物処理施設状況調査報告書 （環境省）



IV 課題・事例

課題１ 産業廃棄物は多様

廃棄物の量と質は変動する

浸出水・地下水の水質も変動

課題２ 放流水が基準を超えた場合

適切な処理技術がない水質項目が多い

（有害有機汚染物質など）



関東地方の産業廃棄物の
広域移動状況（H26年度）

課題3 産業廃棄物は全国を移動する

市場原理によって
廃棄物の量と質は
変動する



課題４ 廃棄物の量と質は経済環境に依存

廃棄物の質と量の将来予測は困難

工場の増産・減産・海外移転等

課題５ 産廃企業の事業継続性は？
・廃業・破産しても最終処分地が残る
・最終処分地は長期に管理が必要
・事業の完了は予測できない

愛媛県・豊島の例



産業廃棄物行政組織調査等報告書
平成25年度実績

産業廃棄物処理業の許可件数（H26年度）

最終処分のみ
中間処理・
最終処分

愛知県 15 9
　　名古屋市 0 0
　　豊橋市 1 5
　　岡崎市 0 2
　　豊田市 4 1
計 20 17



産業廃棄物行政組織調査等報告書
平成25年度実績

産業廃棄物処理業の処分の件数（H26年度）

許可の取消
(14条、15条関係)

停⽌命令

(⼀部・全部)

改善命令
(15条関係)

愛知県 14 7 0

  名古屋市 1 0 0

  豊⽥市 0 0 0

  豊橋市 0 0 0

  岡崎市 2 0 0

計 17 7 0

全国計 396 94 12



千葉県の取り組み例

「最終処分場の」安定操業に関する手順書」の作成
千葉県環境研究センター年報（廃棄物・化学物質）H27年 第5章

東京湾岸低地における留意事項 ・・・ 類似の地理条件

☆ 地形・地質 ・水文地質構造を詳細に把握する
・地下水位変動に伴う揚圧等に注意
・地下水低下に伴う圧密沈下を考慮

☆ 降水量 9,10月の降雨量が大きいため、処理施設能力
に留意



東京湾岸低地における留意事項（つづき）

☆ 特に留意しなければならない調査

・地質調査 ⇒ 軟弱地盤に対する評価
・地下水調査 ⇒ 年間を通じた水位変動の把握と処分場

に対する影響を確認
・降水量調査 ⇒ 降雨が多い時期の浸出水処理施設や防災

調整池等への影響度を把握
・液状化調査 ⇒ 地震時の液状化の可能性について確認
・地震解析 ⇒ 想定されるゆれを考慮し、耐震性を評価



「1999年度の国立環境研究
所特別研究報告」から

水質に関する事例



1994年度及び1995年度に採取した浸出水中で、検出頻度と中央値が高かった有機成分



浸出水から検出された外因性内分泌撹乱化学物質



埋立処分場発生ガス中の揮発性有機化合物濃度(g/m3)



新潟県保健環境科学研究所
年報，20巻，p.88 (2005)

4‐t‐ブチルフェノールとビスフェ
ノールAは、季節による変動が
大きい

葉県環境科学研究センター年報
（平成27年度） 第４章調査報告編

「廃棄物最終処分場浸出水
処理施設」の調査」

浸出水処理施設流入原水中の

有機物、T‐N、Fe、1,4‐ジオキサン

埋立中の処分場より埋立が終了
している処分場の方が高かった。



水質評価の考え方

ヒトの健康に有害であると特定された物質（水質基準項目など）

化学分析による定量

特定できない物質による有害性の評価
（未知物質、複合影響など）

バイオアッセイ
魚毒性、細菌への毒性、藻類への毒性
変異原性、発がん性

生態系に影響を及ぼす物質

外因性内分泌撹乱化学物質
（ECDs）

公的な報告は
この項目のみ

水生生物・
野鳥への
影響因子



内分泌攪乱化学物質（環境ホルモン）問題
は何処へ？

SPEED’98

ExTEND 2005

EXTEND 2010

EXTEND 2016

65物質のリストアップ
８物質の試験を優先 （トリブチルスズ／ノニルフェノール／
4‐オクチルフェノール／フタル酸‐ジ‐n‐ブチル／フタル酸ジシ

クロヘキシル／ベンゾフェノン／オクタクロロスチレン／フタ
ル酸ジ‐2‐エチルヘキシル

環境調査
文献調査
試験方法の検討
国際協力

未だに良く解らない
（132物質）



ご清聴ありがとうございました


